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ササークサークルル
かからら

10月の休館日は22日（月）です

10月の公民館運営審議会
携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

（公運審）

と き 10月24日（水） 18時30分～

ところ 田無公民館

議 題 事業計画・報告について

☆希望する方は傍聴ができます。

連絡先 保谷公民館 ℡464－8211

保
谷
自
然
気
功
の
会

気
功
で
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
初

心
者
歓
迎
・
無
料
体
験
あ
り

毎
週
木
曜
日
／

時
～

時
／
ひ
ば

19

21

り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月

額
２
千

円
／
都
丸
緯

・
４
０
５
４

500

421

陶
心
会
（
陶
芸
）

活
動
２
年
の
楽
し
い
会
で
す
。
見
学

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
可
。

第
２
土
曜
日
（
講
師
指
導
）
第
３
・

４
火
曜
日
／

時
～

時
／
芝
久
保

14

16

公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
２
千

円
／
岡
本
緯

・
６
３
５
０

421

ひ
ま
わ
り
（
女
声
合
唱
団
）

楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
歌
の
好
き

な
方
見
学
ど
う
ぞ

第
１
・
２
・
３
金
曜
日
／

時
～
正

10

午
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金

千
円
・
月
額
２
千
円
／
松
浦
緯

・
421

８
７
１
２

芝
久
保
子
ど
も
将
棋
教
室

小
中
学
生
の
君
、
一
緒
に
将
棋
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
歓
迎
。

原
則
毎
週
土
曜
日
／

時
～
正
午
／

10

芝
久
保
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
年

額
２
千
円
／
春
名
緯

・
２
５
９
０

421

社
交
ダ
ン
ス
ひ
ば
り
健
康
会

健
康
１
番
ダ
ン
ス
２
番
。
健
康
に
な

る
ダ
ン
ス
い
か
が
で
す
か
。

第
１
・
３
金
曜
日
／

時

分
～

13

30

16

時

分
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／

30
２
ヶ
月

円
・
未
会
員
１
回

円
（
茶

500

200

菓
子
、
果
物
付
）
／
佐
瀬
緯

・
５

463

７
７
６

柳
沢
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

「
爆
笑
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」

楽
し
く
学

べ
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。
見
学
可
。

月
２
回
土
曜
日
／

時

分
～

時

13

30

16

／
保
谷
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月

～
会
員
募
集
～

第

回
水
彩
画
作
品
展

22

グ
ル
ー
プ
群
彩

静
物
や
風
景
画
な
ど
、
会
員

名
35

に
よ
る
日
ご
ろ
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

月

日

～

日

／

時
～

10

15

（月）

21

（日）

10

16

時
（
初
日
は

時
か
ら
）
／
保
谷
公

13

民
館
／
喜
田
緯

・
２
０
８
９

き

た

421

学
習
会「
日
本
近
代
の
歴
史
に
学
ぶ
」

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
学
ぶ
会

毎
月
一
回
、
日
本
近
代
の
歴
史
に

つ
い
て
、
講
師
と
共
に
学
習
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
関
心
あ
る
方
御

参
加
下
さ
い
。

月

日

／

時

分
～

時

10

14

（日）

13

30

16

30

分
／
保
谷
公
民
館
／
講
師
・
川
村
善

二
郎
（
日
本
近
代
史
研
究
会
同
人
）

／
資
料
代

円
／
牧
子
緯
＆
F
A
X

ま
き

こ

200

・
３
８
５
４

467第

回
写
真
展

12

保
谷
写
真
の
会
「
山
茶
花
」

さ
ざ
ん
か

毎
年
の
写
真
展
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
素
晴
ら
し
い
自
然
」
を
求
め
て
撮

影
し
て
き
た
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

月
３
日

～
８
日
（
月
・
祝
）
／

10

（水）

９
時
～

時
（
初
日
は

時
よ
り

17

11

最
終
日
は

時
ま
で
）
／
保
谷
公
民

16

館
／
堀
向
緯

・
７
０
９
１

ほ
り
こ
う

462

～
催
し
物
案
内
～

額
千
円
／
小
松
緯

・
７
１
５
６（

462

18

時
～

時
）

20

香
郁
会
（
日
舞
）

日
舞
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
舞

踊
・
小
古
典
を
稽
古
し
て
い
ま
す
。

月
４
回
木
曜
日
／
９
時
～

時
／
ひ

13

ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金
千
500

円
・
月
額
４
千
円
／
後
藤
緯

・
４

422

０
８
８

中
野
緯

・
８
５
３
８（

422

17

時
過
ぎ
）

西
東
京
市
太
極
拳
協
会

太
極
拳
は
体
力
、
年
令
に
関
係
な
く

日
常
的
健
康
鍛
錬
が
で
き
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
／
９
時
～

時

分
／

12

30

住
吉
公
民
館
・
他
／
入
会
金
千
円
・
月

額
２
千

円
／
新
井
緯

・
２
９
６
１

500

423

公
民
館
市
民
企
画
事
業

報
告
会
の
お
知
ら
せ

公
民
館
市
民
企
画
事
業
の
平
成
19

年
度
前
期
の
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
公
民
館
市
民
企
画
事
業
と
し
て

９
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
事
業
に
つ

い
て
、
実
施
サ
ー
ク
ル
よ
り
、
事
業

実
施
後
の
感
想
や
反
省
点
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
告
を
、

市
民
企
画
事
業
申
請
を
予
定
し
て
い

る
団
体
に
限
ら
ず
、
多
く
の
団
体
の

事
業
企
画
等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と

き
＝

月

日

時
～

10

25

（木）
19

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
公
民
館

「
こ
ど
も
ご
こ
ろ
と

親
ご
こ
ろ
」

ロ
ッ
キ
ー
文
庫

親
は
我
が
子
の
成
長
を
不
変
の
愛

情
で
見
守
り
ま
す
が
「
親
の
心
、
子

知
ら
ず
」
と
、
親
子
の
関
係
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

幼
児
教
育
学
の
専
門
で
幼
稚
園
長
の

経
験
も
長
く
、
地
域
の
子
育
て
に
も

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
講
師
の
広
い
見

識
あ
る
あ
た
た
か
い
講
座
で
す
。

▼
と

き
＝

月

日

９
時

分

10

17

（水）

30

～

時

分

11

30

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
講

師
＝
河
邉
貴
子
（
聖
心
女
子

大
学
准
教
授
）

▼
連
絡
先
＝
越
野
緯

・
９
７
３
７

こ
し

の

465

（
胃
可
）

※
親
子
で
参
加
可

髙
橋
文
太
郎
の
業
績
及
び

渋
沢
敬
三
ら
と
目
指
し
た

民
族
学
博
物
館

髙
橋
文
太
郎
の
軌
跡
を
学
ぶ
会

昭
和

年
か
ら

年
に
か
け
て
、
本

14

36

市
東
町
に
広
大
な
敷
地
面
積
を
擁
す

る
民
族
学
博
物
館
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？

そ
の
設
立
に
夢

を
託
し
た
渋
沢
敬
三
た
ち
や
当
地
に

在
し
た
民
具
調
査
・
山
岳
民
俗
学
の

雄

髙
橋
文
太
郎
の
足
跡
を
、
今
ま

た
ご
一
緒
に
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と

き
＝
①

月

日

②

月

10

13

（土）

11

日

①
②
共

時

分
～

時

17

（土）

13

30

15

分
30

▼
と
こ
ろ
＝
①
下
保
谷
図
書
館
集
会

室
②
保
谷
公
民
館

▼
講

師
＝
①
刈
田

か
り

た

均
（
横
浜
市
歴

ひ
と
し

史
博
物
館
学
芸
員
）
②
武
笠

む

か
さ

俊
し
ゅ
ん

一い
ち

（
三
重
大
学
教
授
）

▼
資
料
代
＝
各
回
毎

円
100

▼
連
絡
先
＝
萩
原
緯
＆
胃

・
５
７
９
６

423

身
近
な
農
を
知
る
講
座

～
地
産
地
消
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
～

西
東
京
市
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
・
は
ち
ど
り
の
会

地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
農
業
者

の
「
話
と
想
い
」
を
つ
ぶ
さ
に
聞
き
、

畑
を
見
学
。
最
終
日
に
は
、
地
産
地

消

％
ラ
ン
チ
を
手
作
り
し
味
わ
い

90
ま
す
。
３
回
の
講
座
を
通
し
て
都
市

農
業
へ
の
理
解
、
地
産
地
消
、
農
の

持
つ
役
割
や
機
能
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

▼
と

き
＝
①

月

日

時
～

10

27

（土）
10

正
午
②

月

日

９
時

分
～

11

10

（土）

30

正
午
③

月

日

時
～

時

11

24

（土）
10

12

分
30

▼
と
こ
ろ
＝
①
③
田
無
公
民
館
②
生

産
者
畑

▼
講

師
＝
①
②
都
築
則
幸
（
Ｊ
Ａ

東
京
み
ら
い
西
東
京
地
区
青
壮
年

部
）
冨
岡
誠
一
（
農
業
体
験
農
園

「
ト
ミ
ー
倶
楽
部
」）
③
加
々
美
京

子
（
西
東
京
市
消
費
者
の
会
）

▼
材
料
費
＝
③
の
み

円
350

▼
申

込
＝

月
２
日

時
か
ら

10

（火）
14

電
話
で
金
成
ま
で
緯

・
１
９
５

か

な
り

465

９
（
先
着

人
）

30

※
詳
細
は
各
公
民
館
に
あ
る
チ
ラ
シ

に
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人
と
の
出
合
い

本
と
の
出
合
い

～
「
坂
の
上
の
雲
」
～

さ
と
み
句
会

明
治
の
青
春
群
像
、
正
岡
子
規
、

秋
山
好
古
・
真
之
兄
弟
の
三
人
の
男

を
中
心
に
近
代
国
家
の
仲
間
入
り
を

し
、
先
進
国
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た

明
治
を
描
き
き
っ
た
司
馬
遼
太
郎
の

「
坂
の
上
の
雲
」
の
大
作
に
ふ
れ
現

代
に
生
き
る
糧
と
い
た
し
た
い
。

▼
と

き
＝

月

日

・

日

10

23

（火）

30

（火）

月
６
日

時
～

時

11

（火）
14

16

▼
と
こ
ろ
＝
ア
ス
タ
市
民
ホ
ー
ル

▼
講

師
＝
大
河
内

お
お

こ

う
ち

昭
し
ょ
う

爾
（
文
芸
評

じ

論
家
）

▼
連
絡
先
＝
針
ヶ
谷
緯

・
９
７
５
６

は
り

が

や

468

真
実
を
見
抜
く
力
を

―
元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
証
言
―

新
日
本
婦
人
の
会
西
東
京
支
部

大
戦
末
期
、
沖
縄
で
住
民
を
も
巻

き
込
む
激
し
い
地
上
戦
に

才
か
ら

16

才
の
女
生
徒
が
動
員
さ
れ
、
多
く

19が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
語
る
こ
と
が

で
き
な
い
程
の
苛
酷
な
体
験
を
し
な

が
ら
も
人
々
に
伝
え
る
た
め
に
証
言

を
続
け
て
い
る
方
の
話
を
聞
き
、供
戦

争
と
は
僑
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と

き
＝

月

日

時

分

10

27

（土）
13

30

～

時

分

15

30

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
講

師
＝
吉
村
秀
子
（
東
京
ひ
め

よ
し
む
ら
ひ
で

こ

ゆ
り
同
窓
会
長
）

▼
資
料
代
＝

円
100

▼
連
絡
先
＝
松
本
緯

・
１
０
６
０

462

大
人
が
楽
し
む「
フ
ル
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
講
座
」

保
谷
フ
ル
ー
ト
ク
ラ
ブ

初
級
者
の
方
を
対
象
に
、
基
礎
か

ら
演
奏
を
学
び
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
３
回
連
続
の

講
座
で
す
。
こ
の
機
会
に
生
涯
の
趣

味
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
楽
器
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

有
料
レ
ン
タ
ル
楽
器
の
紹
介
も
し
ま

す
。

▼
と

き
＝

月

日

・

日

・

11

10

（土）

24

（土）

月
８
日

時
～

時

12

（土）
19

21

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
公
民
館

▼
講

師
＝
下
里
和
子
（
国
立
音
楽

し
も
さ
と
か
ず

こ

大
学
卒
）

▼
要
事
前
申
込
み

▼
連
絡
先
＝
藤
村
緯

・
４
４
３
５

ふ
じ
む
ら

421

自
転
車
は
地
域
を
救
う

―
脱
ク
ル
マ
社
会
の

実
現
に
向
け
て
―

調
布
保
谷
線
公
害
道
路
ス
ト
ッ
プ
の
会

排
ガ
ス
な
し
、
騒
音
な
し
、
燃
料

不
要
の
自
転
車
は
エ
コ
な
交
通
手
段
。

自
転
車
通
勤
を
続
け
る
と
い
つ
の
間

に
か
メ
タ
ボ
も
脱
出
。
地
球
温
暖
化

を
防
ぐ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
寄
与
。

自
転
車
の
魅
力
と
可
能
性
が
広
が

る
お
話
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

▼
と

き
＝

月

日

時
～

10

20

（土）
14

16

時

分
30

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
公
民
館

▼
講

師
＝
市
田
泰
弘
（
自
転
車

い
ち

だ

や
す
ひ
ろ

ツ
ー
キ
ニ
ス
ト
）

▼
連
絡
先
＝
柳
田
緯

・
３
２
４
６

461
⃆

※
フ
ォ
ト
光
彩
ほ
う
や
「
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
、
き
そ
の
き
そ
」
は
、
講

師
の
都
合
に
よ
り
延
期
に
な
り
ま

し
た
。

住
吉
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
替
施
設
が
決
ま
り
ま
し
た

（
仮
称
）
保
谷
駅
前
公
民
館
・
図
書

館
は
、
平
成

年
６
月
の
オ
ー
プ
ン
を

20

目
指
し
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
住
吉
公
民
館
は
、
平
成
20

年
３
月
末
で
使
用
で
き
な
く
な
る
た

め
、
（
仮
称
）
保
谷
駅
前
公
民
館
が

オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
間
、
保
谷
東

分
庁
舎
地
下
１
階
会
議
室
（
３
部
屋
）

が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
室
と
し
て
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。


